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遠心法（2100 rpm, 8分間, 室温, PRGF system Ⅳ, BTI biotechnology institute）で6.0mLのPRPを調製し
ている。CaCl2で活性化後、その上清を保存した。年齢別に20歳代(n=13,平均年齢 23.6 男性:女性=7:6)、
30歳代(n=13,平均年齢 34.3 男性:女性=7:6)、40歳代(n=13,平均年齢 43.6,男性:女性=6:7)の3群に分け、
PRPの血小板数を計測し、成長因子濃度（PDGF-BB、TGF-β1、VEGF、EGF、FGF、IGF-1、HGF）
をenzyme-linked immunosorbent assay (ELISA)法により測定している。被験者の年齢・性別・PRP血
小板数と成長因子濃度の関係について統計学的に検討しているものである。 
一方、患者のコホートとして、50歳以上75歳未満、3か月以上続く膝関節痛で疼痛スコア（visual 






































ている。様々な調整方法があり、著者が使用している PRGF-Endoret® IV System  にてまず正






OAに対する PRP関節内投与であるが、1週おき 6mlを計 3回投与し、VAS、変形性膝関節症患者
機能評価尺度(以下、JKOM)、日本整形外科学会膝痛疾患治療成績判定基準(以下、JOA score)、膝 X





平成 29 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
